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生徒指導部より 

 ４月の生活目標 

新たな気持ちでさわやかに生活しよう 

 新学期の初めにあたり、みなさんはどのような学校生活を送ろう

と心に決めたでしょうか。新しい仲間、新しい先生、新しい環境の中

で、新しい自分を創るチャンスです。さあ、全てを“ reset ”して、さ

わやかに新学期のスタートをきりましょう！  

   “ reset ”（リセット）・・・新しく作り直す、研ぎ直す、再設定する 

  

【今月の重点項目】 

①あいさつをしよう。 

②清掃で心を清め、磨き、鍛えよう。 

③時間を守ろう。 

④さわやかな身なりをしよう 

⑤登下校のマナー、安全に気をつけよう。 

 

 

【学校へ不要な金銭・貴重品を持ってこない】 

○貴重品（金銭を含む）を持ってきた場合は、朝の会で担任の先

生に預けましょう。 

※放課後は、部活顧問・副顧問の先生に預けましょう。 

○部活動の集金は、部活動顧問の先生に、朝（8:10 までに） 

直接手渡しましょう。 

        手渡せなかった場合は・・・ 

 

       朝の会で担任の先生に預けましょう。 

 

【名札・プリントネームの追加注文は？】 

 ２，３年生で名札や体操服のプリントネームを追加注文したい

場合は・・・ 

指導部の先生に申し出て、申込用紙をもらう。 

   申込み用紙に必要事項を記入し、代金と一緒に指導部の 

先生に渡す。 

 

【黙働清掃の徹底～清掃改革４年目を迎えて～】 

灯中の誇りの 1つは「清掃」→より生徒主体の清掃にしましょう＝灯中を愛する心が輝く！ 
人格は、習慣の産物です。つまり、毎日継続して行うことが、その人の行動や考え方を形成します。１日わずか１０分の清掃ですが、 

３年間で約１００時間の清掃時間となります。従って、３年間真剣に清掃に取り組んだ人とそうでない人との差は歴然としています。私た

ちは清掃を通して正しい習慣を身につけ、自分自身を成長させることができるのです。そういう意味でも、清掃はもっとも取り組みやすい

自分づくりのチャンスの 1 つといえます。清掃をすることで、自分自身の心は美しく磨きあげられ、さらに私たちが普段使っている学校は

輝きを増します。つまり、清掃とは、私たちの「心」と私たちを取り巻く「環境」を同時に美しく保つことができるすばらしい活動なので

す。灯明寺中学校の皆さん全員が、この清掃の意義をしっかりと理解し、主体的に清掃に取り組めば、きっとすばらしい心と環境を手に入

れ、伝統ある校舎を保つことができると信じています。皆さん、心を込めて取り組みましょう。            

 

いよいよ、新学期がはじまりました。 

４月の完全下校時刻 

６時００分 
※この時間までに全ての部活動が終了し、下校を完了します。 

ただし、１年生は部活動登録までは、別時間になります。 

 

生徒指導部長より 

 

                   ４月のスタート、気持ちよくいきたいものです。４月は新しい人との出会いがありますけど、新

しい自分との出会いのチャンスでもあるんですよ。「今までは・・・だったけれど、○年生になった 

し、・・・したいな～」とか「今年こそ！」というのを実行できる絶好のチャンスなんです。先生自身も新しい出会いの中で進歩できたらい 

いと思うし、頑張ろうとしている人を応援したいです。そこでお願いがあります。みんなが気持ちよく「よし、今年こそ！」を実行しやすい 

ように、「あの子は前は○○○だったのに･･･」という言葉をやめてほしいと思います。この言葉がどこかで聞こえると、特にヒソヒソ言わ 

れたりすると、気になります。それよりも「前は○○○だったけど、☆☆☆なところもあるな～」みたいにステキなところの発見ができる 

といいですね。灯中のみんなが気持ちよくスタートを切るために、ぜひお願いします。 

【保健室から】 

 

学校生活も少しずつ日常を取り戻しつつありますが、新型

コロナウイルス感染症の患者数が０になったわけではありま 

せん。中学校では、これまで通り、朝の健康観察をしっかり行います。学校

でのマスク着用は自由になりますが、外すことに抵抗がある人、つけたく

ても健康上の理由等からつけることができない人もいます。マスク着用の

有無によって差別や偏見を持たずに、それぞれの事情を考えられる灯中生

であってほしいと思います。 

 

生徒指導部長より 

感染症対策の基本 

『手洗い・換気・身体的距離の確保』は継続を。 

 


